
第 75 回“社会を明るくする運動”中間報告 

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～ 

 

第 75 回目を迎えた“社会を明るくする運動”も、地域の皆様の御協力により、 

各事業を無事開催することができています。 

今回は、強調月間（７月）に開催された事業を中心に、各事業の主幹である 

飯田地区保護司会の専門部から、事業の報告をいたします。 

 

 

１ 街頭啓発活動［飯田地区保護司会・総務部］ 

 ７月２日の朝、飯田・鼎・桜町・伊那上郷駅前で、         

主に高校生を対象にポケットティッシュを            

配布し、啓発活動を行いました。 

早朝の爽やかな空気の中、今年度も更生保護女性

会にご協力をいただきながら、地域の皆様に社会を

明るくする運動についてＰＲできました。 

 

 

２ 内閣総理大臣メッセージ伝達式・公開ケース研究会［飯田地区保護司会・研修部］ 

７月５日、伊賀良公民館にて「内閣総理大臣メッセージ伝達式」及び「公開ケース研究会」を

開催しました。旭ヶ丘中学校区の伊賀良地区、山本地区から 40 名の方にご参加いただきました。 

「内閣総理大臣メッセージ伝達式」では、社会を明るくする運

動強調月間の始まりにあたり、内閣総理大臣からのメッセージが、

飯田市長へ伝達されました。 

「公開ケース研究会」では、『障がいなどを抱える女性の保護対象

者』という事例をもとに、１．なぜ事件を起こしてしまったのか 

２．今後社会の中で再犯することなく生活していくためにはどう

したらよいか ３．犯罪や非行のない地域を作るために必要なのは何かについて５つのグループ

に分かれて話し合いました。 

参加していただいた方それぞれが、テーマについて

真剣に考え、活発な話し合いの中で多くの意見や感想

を述べられていました。更生保護や社明運動について

意識するきっかけになっていただけたらと思います。 

 

 

 

 



３ 中学生対象講話会［飯田地区保護司会・協力組織部］ 

７月 14 日、高陵中学校にて「中学生対象講話会」

を行い、約 500 名の方にご参加いただきました。 

講師に岩崎充益先生（東京都教育庁指導部高等 

学校教育指導課 特任教授、獨協大学非常勤講師）

を招き、「Catch！ 君たちは何をつかむ？～これか

らの世界と、自分の生き方について考える50 分

～」というテーマでお話をいただきました。 

岩崎先生のこれまでの人生の中で、中学生のこ

ろの英語の先生との出会いが人生に大きな影響を

及ぼしたこと、その後世界中を旅していく中で、先入観や差別意識を持たずに誰とでも付き合う

ことのできる生き方を学んだことを、イスラエルで世界中から集まった仲間と農業をした体験か

らお話しいただきました。夢を持ち続けその夢や目標に向かいあきらめず進んでいくことが大切

であることを生徒に熱く語っていただきました。講演を聞いた生徒の皆さんも、 

今後の自分の生き方について考えさせられるものがあったと思われる講演会でした。 

 

 

４ 地区講演会［飯田地区保護司会・広報部］ 

７月 12 日、上久堅公民館にて「地区講演会」を行いました。西村武氏（児童養護施設おさひめ

チャイルドキャンプ施設長）を講師に迎え、「児童養護施設

の実情と支援―社会的養護を必要とする子どもたちの現状

―」を演題にお話をしていただきました。当日は、上久堅地

区から約 40 名の皆さんにご参加いただきました。 

児童養護施設は保護者がいなかったり、保護者の適切な養

育を受けられない子どもを預かって「社会的養護」をしてい

るところですが、社会問題化している児童虐待の経験を持つ

入所者が８割を占めており、職員は子ども目線に立って様々な工夫をしながら寄り添って対応し

ているという話がありました。児童虐待は増え続けているにもかかわらず５００人に１人しか施

設へ入所していない現状があり、聴講された方は、児童虐待に対する認識を新たにしたものと思

います。 

また、講演会の前に、昨年度の社明作文コンテスト最優秀賞受賞作品の朗読を行い、社明運動

の啓発を行いました。 

  

 

 

 

 



５ 小中学生作文コンテスト［飯田地区保護司会・協力組織部］ 

毎年飯田市内の全小中学校のご協力のもと実施してい

る作文コンテスト。本年度は計 675 点（小学生 442 点、中

学生 233 点）の応募がありました。そのなかで特に優れた

作品について、飯田市選考委員会（９月９日開催）から長

野県選考委員会に推薦しました。 

県の選考の結果が届くのは年明けの予定です。学校を通

じて選考結果をお知らせするとともに、応募いただいた 

方全員に参加賞を、入賞された方には賞状等をお渡ししますので、楽しみにお待ちください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の事業はすべて皆さまから寄せられた「愛のはがき募金」により開催しています。 
この他にも、更生保護ミニ集会や学校講演会等の開催費用や、更生保護や犯罪予防の 

ための活動を行う市内団体の活動資金として活用させていただいています。 
「愛のはがき募金」の募金総額は 2,532,370 円です（10 月 20 日現在）。 

皆さまのご協力に、心より感謝申し上げます。 
 

            社会を明るくする運動飯田市推進委員会 事務局（飯田市役所福祉課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田市選考委員会の様子（9/9） 
 


